
 

1 はじめに 

１年次前期の C 言語によるプログラムの授業では

プログラミングについて理解していた学生が，３Qの

Java 言語によるプログラムの授業では，理解が進ま

ないことが多く見られた．そのような学生は，４Q以

降の授業においても Java 言語によるプログラム作成

が困難となっている．  

このことから，１年次３Q の Java 言語によるプロ

グラムの授業でつまずきをなくすことが最も重要であ

り，改善を行う必要があると考えた． 

 

 

図1 情報技術科の言語系授業 

2 研究の目的 

１年次３Qの科目「ソフトウェア設計実習Ⅰ（Java

言語）」における問題点を把握し，改善することで，

受講したすべての学生が Java 言語を用いたプログラ

ミングを行えること，その後の科目においてもスムー

ズな授業展開が行えるようになることを目的とする． 

 

3 現状の調査 

情報技術科１年生15名，２年生10名に対してソフ

トウェア設計実習Ⅰの授業について，聞き取り調査を

行った． 

その結果，1年生10名，2年生4名から「C言語で

プログラミングを行えるが，Java 言語ではうまくで

きない」という回答があった．その原因については，

①「C言語ではどのように記述すれば動作するか解っ

ているが，Java 言語ではどのように記述すればよい

か解らない」，②「クラスを作成する基準がわからず，

処理をどこに記述したらよいかわからない」，③「解

説の内容が難しく，理解する前に次に進んでしまう」

という回答であった． 

 

4 改善に向けての検討  

前述した次の３点について個別に検討を行った． 

 

4.1  Java 言語ではどのように記述すればよいか解

らない 

現状の教材では C言語と Java言語を比較できるよ

う提示しているが，授業ではＣ言語については口頭で

解説し，Java 言語による演習のみ行っている．そこ

で， C 言語でプログラムを作成し，その後に同じ動

作を行う処理を Java 言語で記述するといったように，

解説のみではなく実際にプログラムを作成するような

授業展開ができれば，Java 言語の文法理解も進むの

ではないかと考えた． 

 

 

図2 C言語との比較（現状の教材） 

4.2 クラスの作成基準，処理の記載場所がわから

ない 

Java 言語はオブジェクト指向言語であり，C 言語

は構造化プログラミング言語である．構造化プログラ

ミングからオブジェクト指向プログラミングへ考え方

を変えるには，その違いについて理解する必要がある．

この点が現状の教材には不足していた．そこで，構造

化プログラミングとオブジェクト指向プログラミング

の違いについて解説を入れるとともに，同じ題材で両

方のプログラミングを行わせ，考え方を理解させるよ

うな練習問題を充実させる必要がある． 

 

4.3 解説の内容が難しく，理解する前に進む 

現状の教材が作成されたのが７年前である．その頃

と比較すると現在の学生は能力が低下していると考え

ており，比較的難易度が高い部分についての説明を飛

ばして授業を行っている．そのため，説明が理解でき

ないうちに次のステップへ進んでしまっていることが

原因だと考えられる．そこで，練習問題や解説につい

て学生が理解しやすく，後から見返して理解できるよ

うに教材を変更する必要がある． 
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5   教材に関する工夫 

現状の教材はプログラムの文法や動作原理の解説後，

プログラムを作成する問題に取り掛かるという構成と

なっている．そのため，問題ができない学生はそもそ

も文法や動作原理が理解できていないからできないの

か，問題の内容が理解できていないためできないのか

を区別することに時間がかかってしまい，一人に対応

する時間が多くなってしまうことがあった． 

この点を改善すべく，プログラムを作成する問題の

前に文法や動作原理を確認する小問題を追加し，答え

合わせの後に小問題を実際に作成して動作確認し，何

が間違っていたのかを理解してもらってから，プログ

ラムを作成する問題に取り掛かるという流れとなって

いれば，学生自身の質問の仕方に変化が期待できる． 

 

 

図 3 解説から問題提示への流れ（現状の教材） 

6   おわりに 

今年度はソフトウェア設計実習Ⅰの教材改定の問題

点の把握と対策の検討に留まってしまったため，来年

度は教材改定及び検証を行いたい． 
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